
シンボルマーク 

1 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 満開のりんご並木をパレードする中央小鼓笛隊 

人旦と世帯 
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(4 月30日現在 住民基本台帳） 
数
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計

世
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日本一長い「赤～いりんごの並木道」で花まつり開催 

お花見気分で来で下さい 	と「第 1回赤（図・ 

赤⑩・赤囲）～いりんごの花まつり」 が 5 月1L. 

12の両日、ーッ谷地区にある日本一長い赤～い

りんごの並木道を会場に開かれました0 

これは、市及び関係団体て味肋哉する赤～いり

んごの花まつり実行委員会が主催し、長さ1.1km  

の日本一のりんご並木道を五所川原市のシンボ

ルにしようと今年初めて開いたもので、約1万 

5 千人の地域住民が訪れ、満開の並木道を散策

するなど、花見気分を楽しんでいました。（関連

記事は 2~3ページに掲載） 
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立
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満開のりんご並木をパレー ドする中央小鼓笛隊

日本一長い「赤~いりんこ、の並木道」で、花まつり開催
お花見気分で来て下さいー…・ と「第 1回赤⑧ ・

赤⑫ ・赤⑮ ー いりん ごの花まつり」が 5月 11、

12の両日 、ーッ谷地 区にある 日本一 長い赤~ い

りんごの並木道を会場に聞かれました。

これは、市及び関係団体で長田哉する赤~いり

ん ごの花まつり実行委員会が主催し、長さ 1.lkm

の日本一のりんご並木道を五所川 原市のシンボ

ルにしようと今年初めて聞いたもので、約 1万

5千 人 の地域住民が訪れ、満開の並木道を散策

するなど、花見気分を楽しんでいました。(関連

記事は 2- 3ページに掲載 )
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平成 3 年（1991年）6 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第736号）② 

1回 
赤④・赤⑩・赤●～いりんごの花まつり 

開かれる 

昔なつかしい“くじ”が大好評だった子ども王国 

子供からお年寄りまで参加した I)ンゴジュース

早飲み大会 

多勢の市民でにぎわった会場 

子供に大人気だったミ二SL 

初
日
の
開
会
式
では
、
テ
ー
 

プ
カ
ッ
ト
の
後
、中
央
小
学
校
鼓

笛
隊
約
ニ
百
ニ
＋
人
を
先
頭
に

並
木
道
を
パ
レー
ド
し
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
生
活
改
善
グ
ル
 

ー
プ
や
各
地
区
の
農
産
物
加
エ

セ
ン
タ
ー
、
花
茶
試
飲
コ
ー
ナ
 

ー
の
出
店
が
並
び
、
津
軽
伝
統

人
形
芝
居
・
金
多
豆
蔵
一
座
、
 

ミ
ニ
s
L
の
無
料
乗
車
、
ま
ん

が
ビ
デ
ォ
館
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

や
黒
石
八
郎
シ
ョ
ー
、
ク
イ
ズ
、
 

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
早
飲
み
大
会

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
次

々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ニ
日
目
の
＋
ニ
日
は
お
花
見

デ
ー
と
銘
打
っ
て
行
わ
れ
、
今

が
盛
り
と
赤
い
花
び
ら
の
咲
い

て
い
る
並
木
道
を
、
家
族
連
れ

が
散
策
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、‘
五月
十
日
か
ら
＋
」
一

日
ま
で
の
三
日
間
、
東
北
電
力

五
所
川
原
営
業
所
の
ご
協
力
に

よ
り
、
並
木
道
が
ラ
イ
ト
ア
ツ

プ
さ
れ
、
道
行
く
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
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(第736号)②

赤⑧

広報ごしょがわら

第1回
赤⑮~いりんごの花まつり
聞かれる

• 赤⑫

平成3年(1991年)6月1日

• 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
後
、
中
央
小
学
校
鼓

笛
隊
約
二
百
二
十
人
を
先
頭
に

並
木
道
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
や
各
地
区
の
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー
、
花
茶
試
飲
コ
ー
ナ

ー
の
出
庖
が
並
び
、
津
軽
伝
統

人
形
芝
居
・
金
多
豆
蔵
一
座
、

ミ
ニ
S
し
の
無
料
乗
車
、
ま
ん

が
ビ
デ
オ
館
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

や
黒
石
八
郎
シ
ョ
ー
、
ク
イ
ズ
、

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
早
飲
み
大
会

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
次

々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
の
+
二
日
は
お
花
見

デ
ー
と
銘
打
っ
て
行
わ
れ
、
今

が
盛
り
と
赤
い
花
び
ら
の
咲
い

て
い
る
並
木
道
を
、
家
族
連
れ

が
散
策
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
'
五
月
十
日
か
ら
十
三

日
ま
で
の
三
日
間
、
東
北
電
力

五
所
川
原
営
業
所
の
ご
協
力
に

よ
り
、
並
木
道
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
、
道
行
く
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

多勢の市民でにぎわった会場

、.
子供からお年寄りまで参加したりンゴジュース

早飲み大会

子供に大人気だったミニSL

昔なつかしい“くじ"が大好評だった子ども王国



開発された赤～いりんごワイン 

世界初の 
赤～いりんごワインを開発 

（第736号） 

軽妙な語り口で会場は爆笑の渦 

（金多豆蔵一座） 

東北電力五所川原営業所の協力で実現した

並木道のライトアップ 

広報ごしょがわら ③平成3年（1991年）6 月1日 

，
一
 

市
で
は
五
月
十
日
、
赤
、
い

り
ん
ご
の
花
ま
つ
り
前
夜
祭
と

併
わ
せ
て
赤
、
い
り
ん
ご
ワ
イ

ン
の
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。
 

こ
の
ワ
イ
ン
は
、
故
前
田
顕

三
氏
（
梅
田
）
が
十
年
以
上
の

歳
月
を
か
け
て
生
み
出
し
た
果

肉
ま
で
赤
い
り
ん
ご
で
、
市
内
 

ー
ッ
谷
地
区
の
赤
、
い
り
ん
ご

の
並
木
道
で
生
産
さ
れ
た
り
ん

ご
を
原
料
に
し
て
お
り
、
昨
年
、
 

サ
ン
ト
リ
ー
の
ワ
イ
ン
研
究
所

に
製
品
化
の
協
力
を
要
請
し
て

い
た
も
の
です
。
 

同
研
究
所
で
は
、
搾
汁
、
発

酵
の
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
行
い
、
 
 今

年
二
月
に
市
と
協
議
し
て
製

品
化
を
決
定
し
、
同
社
の
山
形

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
仕
込
み
を
開
始

し
て
四
月
末
に
ボ
ト
ル
詰
め
を

行
い
、
こ
の
日
の
発
表
と
な
り

ま
し
た
。
 

製
品
は
、
り
ん
ご
の
さ
わ
や

か
な
香
り
と
ほ
の
か
な
甘
み
を

含
み
、
ロ
当
た
り
も
良
く
、
鮮

や
か
な
ロ
ゼ
カ
ラ
ー
に
仕
上
っ

て
お
り
、
赤
い
果
肉
だ
け
で
発

色
し
た
ア
ッ
プ
ル
ワ
イ
ン
は
国

内
で
は
初
め
て
で
、
世
界
に
も

類
が
な
い
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
の
発
表
会
に
は
、
関

係
者
と
招
待
者
約
二
百
人
が
出
 
 

席
し
て
行
わ
れ
、
佐
々
木
市
長

の
あ
い
さ
つ
と
、
津
谷
省
三
サ

ン
ト
リ

ー
囲
山
形
ワ
イ
ナ
リ

ー
 

所
長
に
よ
る
赤
、
い
り
ん
ご
ワ

イ
ン
開
発
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ

た
後
、
山
口
徳
二
市
議
会
議
長

の
音
頭
で
乾
杯
し
ま
し
た
。
 

出
席
し
た
人
達
は
、「香
り
が

よ
く
、
色
も
鮮
ゃ
か
で
飲
み
や

す
く
て
よ
い
ワ
イ
ン
が
で
き
た
」
 

と
世
界
初
の
赤
、
い
り
ん
ご
ワ

イ
ン
を
賞
味
し
て
い
ま
し
た
。
 

赤
、
い
り
ん
ご
を
使
っ
た
ジ

ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
は
既
に
製
品

化
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
今
後
、
 

苗
木
づ
く
り
を
進
め
、
数
年
後

に
は
ワ
イ
ン
の
本
格
生
産
に
着

手
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

発表会で赤～いりんごワインを試飲する招待者たち 

(第736号)広報ごしょがわら③平成 3年(1991年)6月1日

軽妙な語り口で会場は爆笑の渦

(金多豆蔵一座)

ンを開発ごワイりん
世界初の

赤~い
市
で
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五
月
十
日
、
赤
1
い

り
ん
ご
の
花
ま
つ
り
前
夜
祭
と

併
わ
せ
て
赤
1
い
り
ん
ご
ワ
イ

ン
の
発
表
会
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
ワ
イ
ン
は
、
故
前
田
顕

三
氏

(梅
田
)
が
十
年
以
上
の

歳
月
を
か
け
て
生
み
出
し
た
果

肉
ま
で
赤
い
り
ん
ご
で
、
市
内

一
ッ
谷
地
区
の
赤
1
い
り
ん
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の
並
木
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で
生
産
さ
れ
た
り
ん
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を
原
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に
し
て
お
り
、
昨
年
、

サ
ン
ト
リ
ー
の
ワ
イ
ン
研
究
所

に
製
品
化
の
協
力
を
要
請
し
て

い
た
も
の
で
す
。

同
研
究
所
で
は
、
搾
汁
、
発

酵
の
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
行
い
、

今
年
二
月
に
市
と
協
議
し
て
製

品
化
を
決
定
し
、
同
社
の
山
形

ワ
イ
ナ
リ
l
で
仕
込
み
を
開
始

し
て
四
月
末
に
ボ
ト
ル
詰
め
を

行
い
、
こ
の
日
の
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

製
品
は
、
り
ん
ご
の
さ
わ
や

か
な
香
り
と
ほ
の
か
な
甘
み
を

合
み
、
口
当
た
り
も
良
く
、
鮮

や
か
な
ロ
ゼ
カ
ラ
ー
に
仕
上

っ

て
お
り
、
赤
い
果
肉
だ
け
で
発

色
し
た
ア
ッ
プ
ル
ワ
イ
ン
は
囲

内
で
は
初
め
て
で
、
世
界
に
も

類
が
な
い
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
発
表
会
に
は
、
関

係
者
と
招
待
者
約
二
百
人
が
出発表会で赤~いりんごワインを試飲する招待者たち

席
し
て
行
わ
れ
、
佐
々
木
市
長

の
あ
い
さ
つ
と
、
津
谷
省
三
サ

ン
ト
リ
ー
側
山
形
ワ
イ
ナ
リ
l

所
長
に
よ
る
赤
1
い
り
ん
ご
ワ

イ
ン
開
発
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ

た
後
、

山
口
徳
二
市
議
会
議
長

の
音
頭
で
乾
杯
し
ま
し
た。

出
席
し
た
人
達
は
、
「
香
り
が

よ
く
、
色
も
鮮
や
か
で
飲
み
や

す
く
て
よ
い
ワ
イ
ン
が
で
き
た
」

と
世
界
初
の
赤
1
い
り
ん
ご
ワ

イ
ン
を
賞
味
し
て
い
ま
し
た。

赤
1
い
り
ん
ご
を
使
っ
た
ジ

ャ
ム、

ジ
ュ

ー
ス
は
既
に
製
品

化
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は
今
後
、

苗
木
事つく
り
を
進
め
、
数
年
後

に
は
ワ
イ
ン
の
本
格
生
産
に
。

予
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。開発された赤~いりんごワイン
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五所川原市の財政状況を公表

します。 

五所川原市長佐々木築造 

五所川原市の財政 
平成2年度予算執行状況 
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―般会計 
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この「五所川原市の財政」 は、市の財政

がどのように運営され、どのような状況に
あるかを知っていただくために公表してい

るものです。 
今回は、平成 2 年度予算の 3 月31日まで

の執行状況を公表します。 
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平成 2年度特別会計予算執行状況（平成3年 3 月31日現在） （単位：千円 ％) 

会 計 区 分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率 

国民健康保険事業勘定 3,581,952 2,880,668 80.4 2,906,184 81.1 
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広報ごしょがわら

五所川原市の財政
平成2年度予算執行状況

(第736号)(1)

五所川原市の財政状況 を公表

します。

平成 3年(1991年)6月1日

五所川原市長佐々木柴造

この「五所川原市の財政」は、市の財政

がどのように運営され、とのような状況に

あるかを知っていただくために公表してい

るものです。

今回は、平成 2年度予算の 3月31日まで

の執行状況を公表します。
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会計 区 分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険事業勘定 3. 58l. 952 2.880.668 80.4 2，906，184 8l. 1 

老 人 保 健 2.262.390 l. 924.429 85.1 2，036，676 90.0 

品 等 看 護 学院 60.856 7，373 12.1 54.600 89.7 

長者森平和公園造成事業 3.267 3.303 101.1 3，043 93.1 

下 * 道 事 業 1.412.145 199，973 14.2 920，079 65.2 

農業集落 排 水 事業 222，970 24.733 1l.1 90.599 40.6 

(単位:千円平成 2年度特別会計予算執行状況 (平成 3年 3月31日現在)



市民 1 人当たり 

72,025円 

1 世帯当たり 

221,924円 

市 民 税 

1,632,532千円 

(1,580,327千円 96.8%) 

固定資産税 

1,470,731千円 
(1,459,152千円 99.2%) 

たばこ税 

344,936千円 

(325,848千円 94.5%) 

都市計画税 

113,608千円 

(113,564千円100.0%) 

軽自動車税他 

40,682千円 

(45,020千円110. 7%) 

総 	額 

3,602,489千円 

(3,523,911千円 97.8%) 

注（ ）は収入済額及び収人率です。 

市有財産の状況 
平成 3 年 3 月31日現在 

土 	 地 3,372,6lln 

	

うち山林 	191 ,246n1 

建 	 物 	194,79lrrf 
有 価 証 券 1,415万7千円

出資による権利 7,889万5千円 

自 動 車 	123台 

五所川原市土地開発基金 

4,552万8千円 

五所川原市財政調整基金 

2 億7,649万6千円

五所川原市特別導入事業基金 

303万4千円

国民健康保険財政調整基金 

6,000万円

減 債 基 金 2 億6,100万円

ふるさと創生基金 1億5,938万円 

動 	物（牛） 	 91頭 
、 

× 

―時借入金残高の状況 

500,000千円（平成 3 年 3 月31日現在） 

、～ 

ノ 

⑤平成 3 年（1991年）6 月 1 日 	 広報ごしょがわら 	 （第736号） 

五所川原市が借りている
お金（市債）の状況 こ

れ
だ
け
税
金
を
納
め
て
い
ま
す
 

市
税

の
負
担
状
況
 

◆借入先 	 （・ 

大蔵省 

郵政省 

公営企業金融公庫 

青森銀行 

青森県 

中小企業退職金共済事業団 

青森県市町村職員共済組合 

全国市町村振興協会他 

10,289,412  

◆借りた金の使った事業 

土木関係 5,349 ,970 
(52.0 %) 

教育関係 2,936 ,156 
(28.5 %) 

農林水産業関係 699,425 
(6.8 %) 

総務関係 471 ,001 
(4.6 %) 

災害復~日関係 220 ,234 
(2.1 %) 

消防関係 144 ,449 
(1.4 %) 

労働関係 143 ,140 
(1.4 %) 

衛生関係 125 ,775 
(1.2 %) 

民生関係他 199 ,262 
(2.0 %) 

計 10 ,289 ,412 

	, 

（単位】千円） 

3,814,122 
(37.1%) 

2,497.609 
(24.3%) 

2,188,660 
(21.3%) 

929,080 
(9.0%) 

430,649 
(4.2%) 

]140,040 
1.3%) 

;124,002 
(1.2%) 

165,250 
(1.6%) 

計
 

くらしに役立つ積立金の還元融資 

⑨簡易保険積立金の還元融資 

みなさんが加入している郵便

局の簡易保険積立金は、加入者

に支払われるまでの間に、公共

施設の整備資金として市に還元

融資され、地域社会の発展と住

民福祉の向上に役立っています。 

市では平成 2 年度に次のとお

り融資を受けています。 

〇南小学校建設事業 

1 億120万円 

0栄小学校建設事業 4,520万円 

0五所川原小学校プール建設事 

業 	 2,140万円  

＠年金積立金の還元融資 

この積立金は、国民年金積立

金及び厚生年金保険などから構

成され、国民生活の安定向上に

直接役立つ生活環境整備（上、 

下水道等× 厚生福祉施設（病院、 

福祉施設等）、文教施設、農林漁

業等の分野に還元融資されてい

るものです。 

市では平成 2 年度に次のとお

り融資を受けています。 

0養護老人ホーム建設事業 

3 億920万円 

〇清掃運搬施設等整備事業 

1,310万円 

(第736号)

五所川原市が借りている
お金(市債)の状況

市
税
の
負
担
状
況

こ
れ
だ
け
税
金
を
納
め
て
い
ま
す

市民 1人当たり

72，025円
1世帯当たり

221，924円

広報ごしょがわら~ 平成 3 年(1 991年) 6月 1日

市民 税

1，632，532千円
(1，580，327千円 96.8%)

固定資産税

1，470，731千円
(1，459，152千円 99.2%)

た (;fこ税

344，936千円
(325，848千円 94.5%)

都市計画税

113，608千円
(113，564千円100.0%)

軽自動車税他

40，682千円
(45，020千円110.7%)

車ち 客員

3，602，489千円
(3，523，911千円 97.8%)

.借りた金の使った事業

5，349，970 
(52.0%) 

2，936，156 
(28.5%) 

農林水産業関係 699，425
(6.8%) 
471，001 
(4.6%) 
220，234 
(2.1%) 
144，449 
(1.4%) 
143，140 
(1.4%) 
125，775 
(1.2%) 
199，262 
(2.0%) 

災害復旧関係

土木関係

教育関係

総務関係

消防関係

労働関係

(単位 ・千f[J)

3，814，122 
(37.1%) 

2，497.609 
(24.3%) 

。借入先

公営企業金融公庫

三室Eフ"'''ヨ用不'*貯を

青森銀行

大蔵省

郵政省

衛生関係

民生関係他全国市町村振興協会他

10，289，412 
ー
す

t
z
=
ロ10，289，412 計

)は収入済制i&ぴ収入唱です。注 (

市有財産の状況
平成3年 3月31日現在

1也 3，372，611m' 

うち山林 191 ，246m' 
建 物 194.791m'
有価証券 1，415万7千円

出資による権利 7，889万5千円

自動車 123台

五所川原市土地開発基金

4，552万8千円

五所川原市財政調整基金

2億7，649万6千円

五所川原市特別導入事業基金

303万4千円

国民健康保険財政調皇室基金

6，000万円

減償基金 2億6，100万円

ふるさ と創生基金 1億5，938万円

動物(牛) 91頭

土

らしに役立つ積立金の還元融資

。年金積立金の還元融資

この積立金は、 国民年金積立

金及び厚生年金保険などから構

成され、国民生活の安定向上に

直接役立つ生活環境整備 (上、

下水道等)、 厚生福祉施設(病院、

福祉施設等)、文教施設、農林漁

業等の分野に還元融資されてい

るものです。

市では平成 2年度に次のとお

り融資を受けています。

0養護老人ホーム建設事業

3億920万円

。消掃迅搬施設等整備事業

1，310万円

く

。簡易保険積立金の還元融資

みなさんが加入している郵便

局の簡易保険積立金は、加入者

に支払われるまでの間に、公共

施設の整備資金とし て市に遼冗

融資され、地域社会の発展と住

民福祉の向上に役立っています。

市では平成 2年度に次のとお

り融資を受けています。

0南小学校建設事業

l 億120万円

。栄小学校建設事業 4，520万円

。五所川原小学校プール建設事

業 2，140万円

一時借入金残高の状況

500，000千円 (平成3年3月31日現在)

2，188，660 
(21.3%) 

929，080 
(9.0%) 

430，649 
(4.2%) 

中小企業退職金共済事業団 140，040
0.3%) 

青森県市町村職員共済組合 124，002
(1.2%) 

165，250 
(1.6%) 



講師の案内で野草を観察する
参加者たち 

広報ごしょがわら 	 （第736号）⑥ 平成 3年（1991年）6 月1日 

剛
柔
館
藤
田
道
場
チ
ー
ム
堂
々
優
勝
 

、
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
東
北
少
年
柔
道
大
会
、
 

全
国
一
斉
ウ
ォ

i
ク
ラ
リ

ー
大
会
開
か
れ
る
 

去
る
五
月
十
二
日
、
岩
手
県

営
武
道
館
で
行
わ
れ
た
第
四
回

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
東
北
少
年
柔
道

大
会
中
学
生
の
部
（
六
十
チ

ー
 

ム
参
加
）
で
剛
柔
館
藤
田
道
場

チ
ー
ム
が
堂
々
優
勝
し
、九
月

に
墓
示
で
開
か
れ
る
第
二
回
マ

ル
ち
ゃ
ん
杯
全
日
本
選
抜
少
年

柔
道
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
同
大
会
で
最
優
秀
選

手
に
選
ば
れ
た
一
戸
晃
樹
く
ん
 

（稲
実
）
は
八
月
に
ア
メ
リ
カ

で
開
か
れ
る
世
界
大
会
へ
出
場

す
る
全
目
本
の
メ
ン
バ
ー
に
も
 
 

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
柔
道
少
年

団
A
チ
ー
ム
も
同
大
会
で
第
三

位
と
な
り
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
得
ま
し
た
。
 

両
チ
ー
ム
と
も
全
国
大
会
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

＠
藤
田
道
場
チ
ー
ム
 

〇
一
戸
晃
樹

（稲
実
）
、工
藤
隆

弘
（
同）
、奈
良
拓
弥
（鶴
田
町
）
、
 

竹
谷
正
彦
（
稲
実
）
、後
藤
正
人
 

（黒
石
市
）
、平
山
龍
憲

（湊
）
、
 

渋
谷
聖

（稲
実
）
 

⑨
少
年
団
A
チ
 

ー
ム
 

〇
木
村
龍
也
 

（
栄
小）
、津
里

仁
子
（
中
央小
）
、
 

対
馬
直
樹

（
栄

小
）
、太
田
康
博
 

（
中
央
小）
、中

村
公
貴
（栄
小
）
、
 

工
藤
圭
吾
（
同）
、
 

小
島
巨
裕
（
川

除
小
）
 

助
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
、
西
北
五
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会

（
菊地
久
子
会
長
）
 

が
主
催
す
る
「
第
八
回
全
国

一
 
 

斉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
が

五
月
十
九
日
、
市
役
所
前
お
祭

り
広
場
を
発
着
点
に
五
十
七
チ

ー
ム
、
 
 
約
二
百
五
十
人
の
親
子
 

づ
れ
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
ウ
ォ

ー
 

ク
ラ
リ
ー
は
、
 

私
た
ち
の
町
の

素
晴
ら
し
さ
を

知
る
と
と
も
に
、
 

家
族
や
仲
間
の

健
康
と
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
を
目
的

に
開
い
て
い
る
 
 

も
の
で
、
四
年
連
続
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
 

開
会
式
の
後
、
市
内
の
公
園

を
巡
る
 
「さ
お
と
め
コ
ー
ス
」
 

と
神
社
、
お
寺
で
郷
土
の
歴
史

を
学
ぶ
 
コ」り
や
く
コ
ー
ス
」
 

の
ニ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
 一
分

置
き
に
出
発
。
 

途
中
十
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
は
、
問
題
を
解
い
た

り
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
約
一

、
 

二
時
間
か
け
て
歩
き
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

苗
木
の
寄
贈
 

あ
り
が
と
う
 

>
j
Yj
い

ま
す
 

⑥
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラブ

菊
ケ
丘
運
動
公
園
ヘ
モ
ミ
ジ

の
苗
木
（
十
五
万
円
相
当
）
 

環
境
保
全
委
員
会
の
事
業
の
一

環
と
し
て
 

⑥
連
合
西
北
五
地
域
協
議
会

北
部
公
園
へ
苗
木

（
二
十
万

円
相
当
）
 
緑
を
保
全
し
地
球

環
境
を
守
る
た
め
 

小山内助役に優勝報告をする選手たち 

Vサインを出して元気に出発する
子供たち 

さ
わ

や
か
な

緑
を
満

喫
！

・
 

自
然
観
察
会
が
開
か
れ
る
 

市
教
育
委
員
会
主
催
の
 
「白
 
野

鳥
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
観

然
観
察
会
」
が
五
月
十
九
日
、
 

察
を
行
い
ま
し
た
。
 

飯
詰

・
味
咽
ケ
沢
「
野
鳥
の
村
 

参
加
者
は
、
正
午
ま
で
そ
れ
 

（家
）」
 
に
およ
そ
百
十
人
の
親
 
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
を
巡
り
、
最
後

子
づ
れ
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
 

に
野
鳥
の
家
に
全
員
が
集
ま
り
、
 

さ
わ
や
か
な
緑
を
満
喫
し
ま
し
 

昼
食
の
あ
と
、
午
後
は
そ
の
日

た
。
 

の
ま
と
め
と
し
て
、
講
師
の
お

こ
の
日
は
、
津
軽
植
物
の
会
 

話
が
あ
り
ま
し
た
o
 

会
長
の
木
村
啓
さ
ん
を
は
じ
め
 

五
人
の
講
師
の
指
導
で
野
草
と
 

佐々木市長に目録を手渡す字 
田委員長、島村会長、藤田委員 

佐々木市長に目録を手渡す中
山会長 

(
 

(第736号)@

去
る
五
月
卜
二
日
、
れ
予
県

営
武
道
館
で
行
わ
れ
た
第
川
凶

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
点
北
少
年
柔
道

大
会
中
学
生
の
部

(ぃハト
チ
ー

ム
参
加
)
で
剛
采
飢
藤
川
道
場

チ
l
ム
が
堂
々
優
勝
し
、
九
川

に
い
米
日
以
で
聞
か
れ
る
第

a

一川
マ

ル
ち
ゃ
ん
杯
全
日
本
選
抜
少
年

柔
道
大
会
に
山
助
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
同
大
会
で
故
優
秀
選

手
に
選
ば
れ
た

a

一
戸
日
光
附
く
ん

(稲
実
)
は
八
川
に
ア
メ
リ
カ

で
附
か
れ
る
世
界
大
会
へ
山
助

す
る
全
日
木
の
メ
ン
バ
ー
に
も

剛
柔
館
藤
川
道
場
チ
I
ム
堂
々
優
勝

ー
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
東
北
少
年
柔
道
大
会
1

広報ごじょがわら

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

μ
所
川
原
柔
道
少
年

同
A
チ
l
ム
も
同
大
会
で
第
↓
二

位
と
な
り
、
全
国
大
会
へ
の
山

場
権
を
行
ま
し
た
。

両
チ
l
ム
と
も
全
国
大
会
で

の
活
叫
が
則
侍
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
予
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

O
藤
田
道
場
チ
l
ム

O
一
戸
一
%
樹

(稲
実
)、
工
藤
隆

弘
(
同
)、
公
良
拓
弥
(鶴
川
町
)、

竹
谷
正
彦

(稲
実
)、
後
雌
正
人

(川
市
石
市
)、
千
山
龍
悲

(
湊
)、

渋
谷
型
(
稲
実
)

。小ζ
ヰ
団
A
チ

ーム

O
木
村
龍
也

(山
米
小
)、
沖
虫

仁
子
(中
央
小
)、
い

対
応
直
樹

(…
米

小
)、
太
田
胤
博

(中
央
小
)、
中

村
公
立
(栄
小
)、

工
雄
主
五
日
(同
)、

小
島
巨
裕

(川

除
小
)

平成3年(1991年)6月1日

小山内助役に優勝報告をする選手たち

全
国
一
斉
ウ
ォ
i
ク
ラ
リ
l
大
会
聞
か
れ
る

附
日
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

協
会
、
西
北
五
レ
ク
リ

ェ
ー
シ

ョ
ン
協
会

(菊
地
久
子
会
長
)

が
主
催
す
る
「
第
八
川
全
国
一

斉
ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
l
大
会
」
が

丘
川
卜
九

u、
市
役
所
前
お
祭

り
広
場
を
発
打
点
に
五
卜
ヒ
チ

ー
ム
、
約
-
一百
五
卜
人
の
親
子

づ
れ
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し

た。
こ
の
ウ
ォ

l

ク
ラ
リ
ー
は
、

私
た
ち
の
町
の

索
時
ら
し
さ
を

知
る
と
と
も
に
、

家
族
や
仲
間
の

位
以
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
を
目
的

に
開
い
て
い
る

Vサイ ンを出して元気に出発する
子供たち

も
の
で
、
凶
年
連
続
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

開
会
式
の
後
、
市
内
の
公
園

を
巡
る

「
さ
お
と
め
コ

l
ス」

と
神
社
、

お
寺
で
郷
土
の
歴
史

を
学
ぶ

「ご
り
や
く
コ
l
ス」

の
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

A

分

自
き
に
出
発。

途
中
卜
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
は
、

川
組
を
解
い
た

り、

ゲ
l
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
l
ス
を
約

一EL--，

二
時
間
か
け
て
歩
き
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

φ
嘗

き
わ
や
か
な
緑
を
満
喫
f
・

自
然
観
察
会
が
聞
か
れ
る

市
教
育
委

μ会
主
催
の
「
内
野
鳥
の
コ
l
ス
に
分
か
れ
て
観

然
観
察
会
」
が
五
月
十
九
日
、
療
を
行
い
ま
し
た
。

飯
詰
・
味
噌
ヶ
沢

「野

鳥

の

村

参

加
者
は
、
正
午
ま
で
そ
れ

(家
)」

に
お
よ
そ
百
十
人
の
親
ぞ
れ
の

コ
l
ス
を
巡
り
、
故
後

子
づ
れ
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
に
野
鳥
の
家
に
令
以
が
集
ま
り
、

き
わ
や
か
な
い
柿
を
満
喫
し
ま
し
昼
食
の
あ
と
、
午
後
は
そ
の
日

た
。

の
ま
と
め
と
し
て
、
講
師
の
お

こ
の
け
は
、
沖
軽
植
物
の
会
話
が
あ
り
ま
し
た
。

会
長
の
木
村
件
さ
ん
を
は
じ
め

五
人
の
講
師
の
指
導
で
野
草
と

講師の案内で野草を観察する

参加者たち

荷
木
の
寄
贈

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

菊
ヶ
丘
運
動
公
園
へ
モ
ミ
ジ

の
市
木

(卜

μ万
円
相
当
)
1

環
境
保
全
委

μ会
の
ト
事
業
の
一

環
と
し
て

。
連
合
西
北
五
地
域
協
議
会

北
部
公
園
へ
白
木

(二
卜
万

円
相
当
)
紺
を
保
全
し
地
球

環
境
を
守
る
た
め

佐々木市長に目録を手渡す字
国委員長、島村会長、藤田委員

佐有木市長に目録を手渡す中
山会長
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田植え作業を激励する佐々木市長 

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ

ス
 

海
を
渡
る
 

日
米
親
善
コ
1
フ
ス

・
コ
ン
サ
ー
ト
 

“口
ー
ス
・
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
）
へ
の
旅
 

お
祭
り
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

田
植
え
ご
苦
労
さ
ま
 

農
家
を
激
励
 

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
三

十
三
名
（
代
表
安
斉
郁
子
、
指

揮
兼
平
民
子
）
は
、
後
奨

A
長

の
兼
平
亘
氏
を団
長
と
し
て
、六

月
七
日
か
ら
十
四
日
迄
、
日
米

親
善
コ
ー
ラ
ス
・
コ
ンサ
ー
ト

へ
旅
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

“ロ
ー
ズ
・
フ
エ
ス
テ
バ
ル
は
、
 

ア
メ
リ
カ
の
、
シ
ー
サ
イ
ド
市

で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
五
所
川
 
 

原
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
、
リ
ズ
ミ

カ
ル
で
、
明
る
く
若
々
し
い
、
 

個
性
的
な
、
こ
れ
迄
の
数
々
の

実
績
が
認
め
ら
れ
、
芸
術
海
外

交
流
会

（
東
京）
よ
り
推
薦
さ

れ
た
も
の
で
す
。
 

五
月
二
十
一
日
、
代
表
士
一

名
が
、
出
発
の
挨
拶
の
た
め
市

長
を
訪
ね
ま
し
た
。
 

「充
分
体
に
気
を
つ
け
て
が
 

ん
ば
っ
て
き
て
下

さ
い
」
と
の
激
励

を
受
け
、
団
員
達

は
五
所
川
原
、
青

森
の
素
晴
ら
し
さ

を
、
充
分
語
っ
て

参
り
ま
す
と
、
喜

び
も
、
ひ
と
し
お
 

で
し
た
。
 

ど
う
ぞ
良
い
旅

を
。
そ
し
て
五
所

川
原
で
の
、
お
土

産
コ
ン
サ
ー
ト
も
、
 

早
く
開
き
た
い
で

す
ね
。
 

佐
々
木
市
長
は
、
田
植
え
が

最
盛
期
を
迎
え
た
五
月
十
八
日
、
 

梅
田
、
長
橋
の
水
田
地
帯
を
巡

回
し
、
作
業
に
励
む
農
家
を
激

励
し
ま
し
た
。
 

田
植
え
作
業
に
忙
し
い
農
家

に
「田
植
え
ご
苦
労
さ
ま
、今
年

の
苗
は
ど
う
で
す
か
」
と
声
を
 

・

掛
け
激
励
し
、り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

初
め
に
市
交
通
安
全
対
策
協
 

襲

ム
長
を務
め

る
佐
々
木
市
長

が
 
「交
通
安
全

は
街
づ
く
り
の

か
な
め
で
す
。
 

交
通
安
全
の
運

動
を
一
層
盛
り

上
げ
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
 

最
後
に
梅
お

と
め
の
小
田
桐

康
子
さ
ん
が
、
 

「交
通
事
故
の
 
 

な
い
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
 

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
」
と

大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
 

大
会
の
後
、
参
加
者
は
五
一

中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ドを
先
頭
に

街
頭
を
パ
レ
ー
ド
し
、
道
行
く
 

政
府
は
四
月
二
十
七
、
二
十
 

八
の
両
日
付
け
で
、
春
の
褒
章
 

と
叙
勲
の
受
章
者
を
発
表
し
ま
 

し
た
。
 

本
市
関
係
で
は
次
の
方
々
が
 

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
 

◇
藍
綬
褒
章
 

小
山
内
修
導
氏

（7
1)
 

保
護
司
 

市
内
川
端
町
一
〇
 

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
主
催

す
る
春
の
園
遊
会
が
五
月
九
日
、
 

墓
示
・
元赤
坂
の
赤
坂
御
苑
で
、
 

各
界
の
功
労
者
ら
約
二
千
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

本
県
か
ら
の
招
待
者
八
人
の

中
に
、
市
農
業
委
員
で
市
襲

ム

議
員
の
泉
谷
正
志
氏
御
夫
妻
も

招
か
れ
て
出
席
し
ま
し
た
。
 
 

市
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
 

◇
勲
四
等
瑞
宝
章
 

寺
田
義
雄
（
7
1)
 

地
方
自
功
労
 

元
市
議
会
議
長
 

市
内
唐
笠
柳
字
藤
巻
四
 

◇
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
 

「
一橋
長
治
氏
（
召
 

警
察
功
労
 

元
警
部
補
 

市
内
栄
町
四
一
一
 

園
遊
会
は
例
年
、
春
と
秋
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
秋
は

即
位
の
礼
の
た
め
中
止
さ
れ
て

お
り
、
今
回
は
一
年
ぶり
に
開

か
れ
た
も
の
で
す
。
 

泉
谷
氏
は
 
「近
く
で
両
陛
下

の
ご
尊
顔
を
拝
し
、
感
激
し
ま

し
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
 

佐々木市長に渡米のあいさつをする女声コー 
ラスの―行 

交
通
事
故
防
止
を
 

訴
え
決
起
大
会
 

春
の
交
通
安
全
市
民
総
決
起
 

大
会
に
は
関
係
者
約
三
百
人

大
会
が
五
月
十
日
、
市
庁
舎
前
 
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

 

大会宣言を読み上げる小田桐康子さん 

 

春

の
褒
章

・
叙
勲
 

本
市
か
ら

三
人
A又
章
 

春

の
園
遊
ム
パ
に
 

本
市
か
ら
泉
谷
氏
出
席
 

な
い
明
る
い
街

a

つ
く
り
の
た
め
、

交
通
ル

l
ル
を
守
り
ま
す
」
と

大
会
宣
主
一日
を
読
み
L
L
げ
ま
し
た
。

大
会
の
後
、
参
加
省
は
五

s

中
の
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に

街
頭
を
パ
レ
ー
ド
し
、
道
行
く

市
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス

海
を
渡
る

田
植
え
ご
苦
労
さ
ま

農
家
を
激
励

佐
々
木
市
長
は
、
旧
植
え
が

故
盛
期
を
迎
え
た
五
月
十
八
日
、

梅
田
、
長
橋
の
水
団
地
帯
を
巡

回
し
、
作
業
に
励
む
農
家
を
激

励
し
ま
し
た
。

山
植
え
作
業
に
忙
し
い
農
家

に
「
山
植
え
ご
汗
労
さ
ま
、
今
年

の
苗
は
ど
う
で
す
か
」
と
声
を

'
掛
け
激
励
し
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
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田植え作業を激励する佐々木市長

日
米
親
善
コ
ー
ラ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

H

口
l
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
H

へ
の
旅

春
の
褒
章
・
叙
勲

本
市
か
ら
三
人
受
章

五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
三

十三
一名

(代
表
安
古
川
郎
子
、
指

開
校
平
民
子
)
は
、
後
援
会
長

の
拍
車
平
亘
氏
を
同
長
と
し
て
、
六

月
じ
U
か
ら
卜
間
口
迄
、
日
米

税
普
コ
ー
ラ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

へ
旅
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

H

ロ
l
ズ
・
フ

ェ
ス
テ
パ
ル
は
、

ア
メ
リ
カ
の
、

シ
ー
サ
イ
ド
山

で
開
催
さ
れ
る
も
の
で

μ所
川

原
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
、
リ
ズ
ミ

カ
ル
で
、

明
る
く
符
々
し
い
、

個
性
的
な
、
こ
れ
迄
の
数
々
の

夫
紛
が
認
め
ら
れ
、
山
ぷ
術
海
外

交
流
会
(
点
以
)
よ
り
推
服
さ

れ
た
も
の
で
す
。

aKHA
一ト

.
H
、
代
表
卜
・

一

名
が
、
山
発
の
技
拶
の
た
め
市

長
を
訪
ね
ま
し
た
。

「
充
分
体
に
丸
を
つ
け
て
が

ん
ば

っ
て
き
て
ド

さ
い
」
と
の
激
励

を
受
け
、

川

μ達

は
バ
所
川
原
、

包川

本
林
の
素
晴
ら
し
さ

を
、
充
分
訊
っ
て

参
り
ま
す
と
、
H
V
d

び
も
、
ひ
と
し
お

で
し
た
。

ど
う
ぞ
良
い
旅

を
。
そ
し
て
バ
所

川
原
で
の
、
お
仁

沌
コ
ン
サ
ー
ト
も
、

早
く
聞
き
た
い
で

す
ね
。

政
府
は
問
川

sfr七、
-

A

卜

八
の
両
日
付
け
で
、
春
の
褒
章

と
叙
勲
の
受
古
川千
省
を
発
表
し
ま

し
た
。

本
市
関
係
で
は
次
の
万
々
が

受
立
さ
れ
ま
し
た
。

。
藍
綬
褒
章

小
山
内
修
導
氏

(列
)

保
護
司

市
内
川
端
町

.
0

。
勲
四
等
瑞
宝
章

寺
田
義
雄

(列
)

地
万
れ
功
労

-江
市
議
会
議
長

市
内
町
笠
柳
字
雌
巻
川

O
勲
七
等
青
色
桐
葉
章

三
橋
長
治
氏
(
刀
)

符
按
功
労

P
L
T
U
ハに

H

J
F
L立
H

初

市
内
栄
町
問

4

-

交
通
事
故
防
止
を

訴
え
決
起
大
会

広報ごしよか‘わら

春
の
交
通
安
全
市
民
総
決
起

大
会
が

μ川
卜
日
、
市
山
合
前

お
祭
り
広
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
関
係
者
約

3

・一汀
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に
市
交
通
安
全
対
策
協

議
会
長
を
務
め

る
佐
々
木
市
長

が
「
交
通
安
全

は
街
♂
つ
く
り
の

か
な
め
で
す
。

交
通
安
全
の
運

動
を

一
い
川
県
り

上
げ
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。

日以
後
に
梅
む

と
め
の
小
出
桐

康
子
さ
ん
が
、

「
交
通
事
故
の

佐々木市長に渡米のあいさつをする女声コー
ラスの一行

春
の
園
遊
会
に

本
市
か
ら
泉
谷
氏
出
席

大会宣言を読み上げる小田桐康子さん

省
大
阜
、
阜
市
両
陀
ド
が
主
催

す
る
春
の
園
遊
会
が
五
月
九
日、

来日小
・元
赤
坂
の
赤
坂
御
兆
で
、

各
界
の
幼
労
者
ら
約
・

一千
人
が

出
席
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

木
県
か
ら
の
招
待
省
八
人
の

中
に
、
市
農
業
委
以
で
市
議
会

議
員
の
泉
谷
正
志
氏
御
夫
妻
も

招
か
れ
て
出
席
し
ま
し
た
。

⑦平成 3年(1991年)6月 1日

同
遊
会
は
例
年
、
容
と
秋
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
秋
は

即
位
の
札
の
た
め
中
止
さ
れ
て

お
り
、
今
回
は

s

年
ぶ
り
に
聞

か
れ
た
も
の
で
す
。

泉
谷
氏
は
「
近
く
で
両
陛
ド

の
ご
尊
一
政
を
作
し
、
感
激
し
ま

し
た
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。



 

私
の
風
景
 
と
」

こ
が

好
き

て
す

桜

庭
 

利
広

さ
ん
 

（
市内
小
曲
字
沼
田
二
二
の
四
）
 

小
曲
の
沼
田
地
区
に
居
住
し

て
約
十
年
、
朝
タ
に
乾
橋
を
渡

り
、
橋
の
中
央
か
ら
北
に
遠
望

さ
れ
る
河
川
敷
の
風
景
が
好
き

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

四
季
折
り
折
り
に
変
化
が
あ

っ
て
楽
し
い
。
 

特
に
「
冬
景
」
が
い
い
。
 

墨
流
し
の
様
に
広
が
る
灰
色

の
空
の
下
に
、
真
黒
な
‘
本
の

線
に
見
え
る
鉄
橋
、
川
面
の
鉛

色
、
す
っ
か
り
黄
化
し
て
輝
く

葦
原
、
暗
紫
色
に
変
化
し
て
前

景
に
点
々
と
す
わ
る
川
柳
の
樹

々
 
。

私
の
好
き
な
面
家
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
絵
の
遠
景
と
酷

似
し
て
い
る
。
 

ど
ん
な
に
吹
雪
の
強
い
日
で

あ
っ
て
も
、
一瞬
立
ち
止
ま
り
、
 

鉄
橋
に
視
線
を
向
け
て
対
峠
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
 

心
眼
に
、
し
っ
か
り
定
着
さ

れ
た
と
き
、
 一
枚
の
油
絵
に
描

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
 

「河
川
敷
の
冬

景
」
 

①
私

の
風
景
 
こ
こ
が
好
き

で
す
。
 

市
内
の
街
並
み
・
山

・
川
・

た
ん
ぽ

・
畑
、
ど
ん
な
場
所
で

も
、
あ
な
た
の
好
き
な
風
景
写

真
（
E
判
）
又
は
、
ス
ケ
ッ
チ
 

（自
由
）
と
、
そ
の
風
景
に
関

し
て
の
文
章

（
四〇
〇
字
程
度
）
 

を
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

原
稿
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
 

電
話
番
号
を
明
記
し
て
下
さ
る

様
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

小
学
生
の
み
な
さ
ん
、あ
な

た
の
お
家
の
、
お
と
う
さ
ん
、
 

お
か
あ
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
き
ょ
う
だ
い

達
、
家
族
の
、
ど
な
た
か
の
似

顔
絵
（
約
十
八
セ
ン
チ
×
十
三

セ
ン
チ
）
と
、
 一
〇
〇
字
ぐ
ら

い
の
文
章
を
募
集
し
ま
す
。
 

原
稿
に
は
、
ど
な
た
の
似
顔

絵
か
、
と
住
所
、
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
と
、
お
家
の
電
話
番

号
と
を
書
き
、
ど
し
ど
し
送
っ

て
下
さ
い
ね
。
 

▽
送
り
先
と
間
い
合
せ
 

広
報
広
聴
係
（
内
線
延
 

こ
こ
が
好
き
 

②
わ

た
し
の
家
族

わ
た
し
の
家
族
 

“市
民
の
皆
さ
ん

）
 

次
の
原
稿
を
 

募
集
し
ま
す
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優
良

納
税

組
合
等

を
表

彰
 

市
納
貯
連
合
会
定

期
総
会
ー
 

平成 3年（1991年）6 月1日 

市
と
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
で
は
五
月
二
十
三
日
、
市
中

央
公
民
館
で
定
期
総
会
を
開
催

し
、
席
上
、
優
良
納
税
貯
蓄
組

合
及
び
納
税
功
労
者
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
団
体
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
表
彰

〇
優
良
支部
ー
五
所
川
原
、
飯

詰
、
毘
沙
門
、
中
川
 

〇
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
ー
寺
町
、
 

柳
町
、
み
ど
り
町
八
丁
目
、
中

泉
中
部
、
前
田
野
目
派
立
、
福

山
第
一
、
漆
川
浅
井
、
上
町
、
 

中
崎
、
鶴
ケ
岡
、
下
川
山
 

〇
功
労
者
 藤
田
正
幸
（
平
井

町
）
、藤
本
松
夫
（
松島
町
二
丁

目
）
、菊
池
久
左
工
門
（
稲
実
）
、
 

前
田
誠
（
梅
田
協
和
）
、三
上
清

一郎
（持
子
沢
）
、片
岡
政
雄
（
福
 

,
 

岡
第

一
）
、島
村
弘
策
（
尻
無
）
、
 

野
宮
盛
夫

（
新
町第
一
）
、蝦
名

健
治

（毘
沙
門
）
、工
藤
栄

（
中

藻
川
）
、伊
藤
清
一
 
（
共
栄
）
 

〇
感
謝
状
ー
成
田
徳
一
 
（
小
曲

第
一
）
、山
形
四
郎

（
松
島町
七

丁
目
）
、木
村
兼
次
（
姥
落
）
、木

村
操
（同
親
交
）
、秋
田
重
勝
（
浅

井
）
、川
浪
奥
助
（
松
野
木
）
、寺

出
茂
夫
（
石
岡）
、島
村
陽
夫
（尻

無
）
、竹
林
順
逸
（
大
日
町
）
、木

村
清
三
郎
（
長
富
愛
郷
）
、川
浪

忠
（
上藻
川
）
、小
野
長
之
助
（
沖

飯
詰
）
、小
野
勝
宣
（
八
幡
）
 

市
表
彰
 

〇
優
良
納
税貯
蓄
組
合
ー
田
町

第
二
、
新
田
町
、
岩
木
町
、
弥

生
町
、
さ
つ
き
町
、
湊
、
新
町

第
一
、
伝
助
町
、
南
新
、
曙
町
、
 

．
下
岩
崎
、
毘
沙
門
、
長
富
愛
郷
、
 

沖
飯
詰
 

〇
功
労
者
 敦
賀
光
雄
（
小
曲
）
、
 

松
野
恭
一
、
中
谷
勝
太
郎
（
以
 

L
上
町
）
 

国
民
年
金
納
入
組
合
表
彰

中
平
井
町
、
柏
原
町
、
さ
つ
き

町
、
七
ッ
館
第
一
、
原
子
第
一
、
 

福
山
第
二
、
桃
崎
、
水
野
尾
、
 

坂
ノ
上
婦
人
会
、
長
富
、
上
藻

川
、
桜
田
振
興
 

( ~736η) 忌広報ごしょがわら平成 3年(1991年)6 } j 1日

私
の
風
景

-
唱
}
唱
}
が
好
き
で
す

桜

「
河
川
敷
の
冬
景
」

優
良
納
税
組
合
等
を
表
彰

ー
市
納
貯
連
合
会
定
期
総
会
ー

市
と
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
A
H

会
で
は

μ
川

-

4

ト
三
日
、
市
中

央
公
民
飢
で
定
則
総
会
を
開
催

し
、
山
トL
、
優
良
納
税
貯
部
組

合
及
び
納
税
功
労
省
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
川
体
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略
)

市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
表
彰

O
催
良
心
文
郎
札
所
川
原
、
飯

山、

u
屯
少
川
J

、
h
r
H

1
i
ri
-
-

O
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
汗
町
、

柳
町
、

み
ど
り
町
八

r
H、
中

I
Rい
い
ザ
下
、
ん
リ
川
川
乙
I
I
l
再刊

γ
h、
一
川
H

'ノ
U川
L
H
H

、H
U
U
附
よ

1
1品

υ
、
仏
A
H

山
部

.
、
漆
川
浅
井
、

k
町、

小
附
、
鶴
ヶ
附
、
ド
川
山

O
功
労
省
雄
山
正
幸
(
J
r

井

町
可
雌
本
・松
火

(松
山
町

-Af

H
)、
消
池
久
ト江
エ
門

(稲
実
)、

前
川
誠

(仰
川
協
和
)7
4
A
K川

-郎
「持
子
沢
)、
片
岡
政
雄

(福

悶
第

4

)

、
島
村
弘
栄

(川
無
)、

肝
宮
盛
犬

(新
町
第

4

可
蝦
名

健
治

(昆
沙
門
)、
工
藤
栄

(中

一品川
)、
伊
藤
消

一
(
共
栄
)

O
感
謝
状
|
成
川
徳

ε

(

小
曲

第
4

)

、
山
形
四
郎

(松
島
町
ヒ

r
H)、
木
村
ぷ
次

(姥
泊
)、
木

村山知
(同
組
ぃ
父
)、
秋
川
重
勝

(浅

井
)、
川
浪
輿
助

(松
肝
・
不
可
寺

山
茂
犬
(行
附
)、
山
村
陥
犬
(川

無
)、
竹
林
順
逸

(大
口
町
)、
木

村
山
二一
郎

(長
官
愛
郷
)、
川
浪

巾
叫

(k
泌
川
)、
小
肝
長
之
助
(沖

飯山川
)、
小
肝
勝
宣

(八
幡
)

市
表
彰

O
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
1

山
町

第
3
2

新
山
町
、
れ
木
町
、
弥

生
町、

さ
つ
き
町
、
法
、
新
町

第

一
、
伝
助
町
、
南
新
、
曙
町
、

，
ド
川
崎
、
川
比
沙
門、

長
話
愛
郷、

沖
飯
九

一一川

O
幼
労
将
|
救
賀
光
雄

(小
曲
)、

松
肝
恭
一
、
中
谷
勝
太
郎

(以

卜
.t
町
)

国
民
年
金
納
入
組
合
表
彰

中
一千
片
町
、
柏
原
町
、

さ
つ
き

町
、
七

y
館
第

一
、
原
子
第

一
、

福
山
第
-
一、
桃
崎
、
水
肝
倍
、

坂
ノ
ヒ
財
人
会
、
長
宮
、
上
保

川
、
桜
問
振
興

H

市
民
の
皆
さ
ん
H

次
の
原
稿
を

募
集
し
ま
す

①
岡
閣
品
目
!
こ
こ
が
好
き

で
す
。

市
内
の
街
花
み

・
山
・
川
・

た
ん
ぽ

・畑、

ど
ん
な
場
所
で

も
、
あ
な
た
の
好
き
な
風
試
写

真

(
E
判
)
又
は
、
ス
ケ
ッ
チ

(山
由
)
と
、
そ
の
風
対
に
閲

し
て
の
丈
市

(川
O
O下
程
度
)

を
お
寄
せ
ド
さ
い
。

原
杭
に
は
、
住
所
、
氏
名
、

屯
話
砕
け
り
を
明
記
し
て
ド
さ
る

械
、
お
願
い
し
ま
す
。

②岡
国
直

小
学
生
の
み
な
さ
ん
、
あ
な

た
の
お
一
家
の
、
お
と
う
さ
ん
、

お
か
あ
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
き
ょ
-7
だ
い

述
、
家
族
の
、
ど
な
た
か
の
似

顔
絵

(約
ト
八
セ
ン
チ

×
卜
二
一

セ
ン
チ
)
と、

-
0
0下
ぐ
ら

い
の
文
章
を
持
集
し
ま
す
。

版
刷
に
は
、

ど
な
た
の
似
顔

絵
か
、
と
住
所
、
氏
名
、

学
校

名
、
…
下
年
と
、
お
一家の
電
話
番

け
と
を
汗
き
、
ど
し
ど
し
送

っ

て
下
さ
い
ね
。

マ
送
り
先
と
問
い
合
せ

広
報
広
聴
係

(内
線
引
山
)

庭

利

広

さ

ん

(市
内
小
曲
字
沼
田
二
二
の
四
)

小
山
の
出
川
地
区
に
川
住
し

て
約
卜
午
、
判
タ
に
乾
柿
を
渡

り、

怖
の
小
央
か
ら
北
に
述
唱

さ
れ
る
川
川
散
の
風
対
が
川町
き

に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

川
季
折
り
折
り
に
変
化
が
あ

っ
て
楽
し
い
。

日付に

「冬
川
ど
が
い
い
。

地
流
し
の
械
に
広
が
る
以
色

の
均一L

の
ド
に
、
山
〈川
な
.
レ
干
の

線
に
見
え
る
鉄
橋
、

川
而
の
鉛

色
、
す

っ
か
り
出
火
化
し
て
附
く

市
似
、
附
紫
色
に
変
化
し
て
前

民
に
点
ャ
と
す
わ
る
川
柳
の
樹

々
J
I
l
l
o

引
払
の
り
き
な
而
家
ブ

リ
ー
ー
ケ
ル
の
絵
の
必
以
と
酷

似
し
て
い
る
。

ど
ん
な
に
吹
咋
の
強
い
け
で

あ
J

て
も
、
-
燐
江
ち
止
ま
り
、

鉄
怖
に
悦
線
全
向
け
て
吋
峠
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

心
服
に
、
し

っ
か
り
定
汗
さ

れ
た
と
き
、

4

枚
の
油
絵
に
描

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
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人権擁護委員制度をこ存知ですか

全国人権擁護委員連合会 

6 月 1日は、人権擁護委員法が施行された日

です。 

全国人権擁護委員連合会は、 6 月 1 日を 「人

権擁護委員の日」 と定め、この日を中心として、 

皆さんとともに、一層の人権思暁瓢i）啓発に努め

ることを申し合わせております。 

五所川原市には、市長から推薦されて、法務

大臣が委嘱した人権擁護委員がおります。 

相談は無半に；ト、秘密は守られます。 

お気軽にご相談下さい。 

D人権相談所開設日時 平成 3 年 6 月11日（火） 

午前l0時から午後 3 日寺

ン場所 丸友デパート 2 階特設会場 

《》人権擁護委員の木村資氏（鎌谷町18）及び高

橋武一氏（藻川字千年356）が、長年に亘り、人

権擁護に貢献された功績により、 5 月23日、下

記のように表彰されました。 

木村 資氏（法務省人権擁護局長賞） 

高橋武一氏（青森地方法務局長賞） 

マインランド尾去沢への旅 

参加者募集 

青森県歴史の道整備促進協議会では、「マイン

ラン ド尾去沢への旅」 参加者を募集していま

す。 

レ日日寺 6 月30日 （日） 

）コース 五所川原中三前発 6 : 30～鶴田～板

柳～藤崎～矢立歴史の道～錦木塚～マインラ

ンド尾去沢～資拳桧官～大湯ストーンサークル 

～十和田湖～乙女の像～黒石～藤崎～五所川

原中三前着19:00 

レ集合場所 五所川原中三前午前 6 時30分 

レ会費 5,600円（入坑；米斗、昼食込み） 

レ申し込み 青森il了松森字佃175 青森県歴史の

道整備促進協議会事務局（廿0177-42-1064) 

ン申し込み締切 6 月28日 （金） 

レ申し込み受付時問 午前 8日寺30分～午後 4 時 

（日曜日を除く） 

岩木川の防御対象氾濫区域圏公表 

建設省によって、岩木川の 「直轄河川防御対 

象氾濫区域区し が作成されました。 

この図面は、●可川からの洪水氾濫により影響 

を受けると予想される区域を図示し、洪水対策 

や堤防の重要」生を認識し、更には洪水時の水防 

活動や避難対策等に活用するため、作成したも 

のです。 ご希望の方には、 7 月 1 日から下記場 

所で、無迷斗配布いたします。 

〇建設省青森工事事務所調査第一課 

〒 030 青森市中央三丁目20-38 

廿 0177-34-4521 

〇建設省青森工事事務所五所川原出張所 

〒 037 五所川原市字岩木町10か0173-34-2738 , 
〇五所川原市役所建設部土木課 

〒 037 五所川原市字岩木町12か0173-35-2111 

〇（財）河川情報センターイ山台センター 

〒 980 仙台市青葉区上杉一丁目16-3 

宮城県畜産ビルか022-268-7 471 

※郵送希望の方は、河川情報センターに、「岩木 

川氾濫防御t必要区域図希望」と明記し、返信用 

」；刀手175円を同封してお申し込み下さい0 

働いている皆さんのための 

能力開発セミナー受講生募集 

技術革新の時代に対応5しうる知識や技能の習 

得を目指す方々のために、能力開発セミナーを 

実施しますのでお申し込みください。 

）資 格 学歴、年齢、性別は問いません。 

）申し込み締切 各訓練コースとも開講日の 3 

日前まで。 ただし、定員になりしだい締切り。 

レ申し込み締切 各訓練コースとも開講日の日 ， 

前まで。 ただし、定員になりしだい締切り。 

レ受講料 無耕斗（ただし、テキスト代等のかか 

る訓練コースがありますJ 

なお、詳しくは青森職業訓練短期大学校教務 

課（市内飯詰 ”（⑩-2301番）へどうぞ。 

く》能力開発セミナーコース 

ト」〔ュ コ一ス名 憲具 日数 期
日
 
間

時
  

」
離
 

篇
舞
〉
 

」
扉
「
 
喜
嘉
『
 

 

機械技i府者
のための電
子回路 

10名 叫
囲
  

6 月 3 日（月）-6月 8 日（土） 
18 : 30-20 : 30 

2
  

ノ
 
ぐ
 

一
コ
 

ル
 

ュ
 

ソ
ン
一
 
ナ
ピ

タ
  

10名 “
囲
  

6 月17日（月）~6月22日（土） 
18: 30-20 : 30 

Q
u
  

CAD入門 10名 」
囲
  

6 月24日（月）~6月29日（土） 
18: 30-20 : 30 

4
'
 

 

N
  
C放
く
 
ワ

電
初
 
イ
加
級
 
ャ

工
、
  

10名 
3 日 7 月16日（火）~7 月18日（木） 

9:00-17:00 	予定 

に
】
  

ノ
 
。

、
  一
コ
 
ソ
ン

一
 
ナ
ピ

タ
 
ル

ュ
 
 

10名 叩
囲
  

9 月 2 日（月）~9月 7 日（土） 
18 : 0O-20i 00 

6
  

N
 

盤
  

C初
 
旋

細
  

10名 
3 日 9 月 9 日（月）~9月11日（水） 

9 】00-17 】00 	予定 
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人権擁護委員制度をご存知ですか

全国人権擁護委員連合会

6月 1日は、人権擁護委員法が施 行さ れた 日

です。

全 国人権擁護委員連合会は、 6月 1口 を「人

権擁護委 員 の 日」 と定め、この 日 を中心 として、

皆 さんとと もに、一 層の人権思想、の啓発 に努め

ることを 申 し合わせて おります。

五所川原市には、市長 から推薦されて、法務

大臣が委嘱した人権擁護委員がおります。

相 談は無料で、 秘密は守ら れます。

お気軽にご相 談 下 さい。

[>人権相談所開 設 日時 平 成 3年 6月11日 (火 )

午 前 10時 から午後 3時

[>場所 丸友デパー ト2階特 設会場

。 人権擁護委員の木村資氏 (鎌 谷 町 18) 及び高

橋武一 氏 (藻 川 字千年356)が、長年に亘 り、人

権擁護に貢献 され た功績によ り、 5月23日、下

記のように表彰されまし た。

木村 資氏 (法務省人権擁護局長賞)

高橋武一 氏 (青森地方法務局長賞)

マインランド尾去沢への旅
参加者募集

青森県歴史の道整備促進協議会では、 「マ イ ン

ラ ン ド尾去沢への旅」 参 加 者を募集していま

す。

[>日時 6月30日 (日)

[>コース 五所川原 中三 前発 6 : 30-鶴 田~板

柳 ~藤 崎 ~矢立歴史 の道~錦 木塚 ~ マイ ンラ

ン ド尾去沢一 資料 館 ~大湯ス トー ンサー クル

~十和田湖~ 乙女の像 ~黒石~藤 崎 ~五所川

原中三前着19: 00 

[>集合場所 五所 川原 中三 前 午 前 6時 30分

[>会貸 5.600円 (入坑料、 昼食込み)

[>申し込み 青森市松森字佃 175 青森県歴史の

道整備促進協議会事務局 (~0177--42--1064)

b申し込み締切 6月28日 (金)

[>申し込み受付時間 午 前 8時 30分 ~午後 4時

(日曜 日を除く)

岩木川の防御対象氾濫区域図公表

建設省によって、岩 木川の「直轄河川防御対

象 氾濫 区域 図」 が作成 されました。

この図面は、 河川 からの洪水氾濫により影響

を受けると予想 される区域を図示し 、洪水対 策

や堤防の 重 要性 を認識 し、更 に は 洪水時の水防

活 動 や避 難 対 策等に活用するため、 作成 したも

のです。 ご希望の方には、 7月 1日か ら下 記場

所 て¥無料配布いたし ます。

0建 設 省 青森 工 事 事 務 所 調査 第 一 課

干030育森市中央 二三丁 目20--38

乞r0177-34-4521

0建 設 省 青森工事事務所五所川原出張所

干037 五所川原市字岩木町10~0173 -34-2738

0五所川 原市役所建設部土木課

〒037 五所川原市字岩木町12~0173 -35-2111

o(財 )河 川情報センタ ー仙 台 セ ンター

〒980仙 台市 青葉区上杉一 丁 目 16-3

宮城県畜産ピル宮 022-268-7 471 

※ 郵送希望の方 は、河川情報セ ン ターに、「岩木

川 氾濫防御必要区域 図希望」と明 記し、返信 用

切 手 175円 を同封 して お申 し込 み下 さい。

働いている皆さんのための

能力開発セミナー受講生募集
技 術革新の時代 に対 応しうる知識や技能の習

得を目指す方々のために、能 力 開発セ ミナーを

実施 しますのでお申 し込みくだ、さい。

[>資格 学 歴 、年齢、性別 は 聞 いません。

[>申 し 込 み 締 切 各 訓練コー ス と も 開講日の 3

目前まで。 た だし 、定 員 に な り しだい締切り o

b申し込み締切 各 訓練コースとも 開講 日 の 目

前まで。 ただし 、定員になりしだい締切り o

b受講料 無料 (た だ し 、 テ キ ス ト代等 のかか

る訓練コースがあります。)

なお、詳しくは青森職業訓練短 期 大 学 校教 務

課(市内飯詰 宮 ⑨--2301番 )へどうぞ。

。 能 力 開 発 セ ミナ ー コ ー ス

コ ー ス名 窓口 口数
矧 間

No. 臼 時

1 機の械回た技め術の電者 10名
6日 6月3日(月)-6月8日(土)

子 路 (夜) 18・30-20・30

パーソナピ ル 6日 6月17日(月)-6月22日(土)
2 コンュ 10名

(夜) 18 : 30-20 : 30 ータ

31CAD入門 10名
6日 6月24日(円)-6月29日(土)
(夜) 18・30-20:30 

41N 放~電初ワ 加級イ工) ヤ 10名
3日 7月16日(火)-7月18日(木)

9・00-17:00 予定

パ ソナピ Jレ 6臼 9月2日(月)-9月7日(土)
5 コンュ 10名

(夜) 18 : 00-20 : 00 ータ

6 N C 級旋)盤 10名
3日 9月9日(月)-9月四 (水)I 

(初 9: 00-17・00 予定
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生活講座受講生募集 
働く婦人の家 

＞受講資格 市内に住折斤又は勤務先を有する婦 

人 

レ受講料 無半斗（材料費は本人負担） 

レ受講期問 6 月10- 8 月 1 日 

レ受講時間 午後 6 時30分～ 8時30分 

レ申し込み受付 平日・午前 8時30分～午後 4 

時45分 

土曜日・午前 8 時30分～正午 

レ申し込み先 ィ動く婦人の家 ”35-8898 

※各講座とも、定員になり次第締切ります。 

' ）募集内容 

曜日 講座名 回数 人員 内 	 容 

月
  

料 	理 8 24 栄養のとれた家庭料理 

藤 手 芸 8 15 基本になる作品 

日本舞踊 8 20 基本から踊りの楽しさを 

水
  

着 	付 6 20 着こなしとポイント 

テ ニ ス 6 20 テニスの基礎 

木 茶 	道 8 15 遠州流 

奥さん 
料理用包丁の調子はいかがですか 

五所川原市大工組合青年部では、 6 月16日（司 

一 住宅デーの一環として、家庭用料理包丁を、1旺 

て 料で研いでくれます。 

ン場所と時間 市役所前お祭I2話易 

午前 9:30～午後 3:00 

つ〈ろうノクリアナ電波環境 
東北電気通信監理局 

6 月 1 日から10日までは、胃劃皮利用保護旬間

てるす。 

最近、 アマチュア無線機を改造して、消防・

救急無線に妨害を与える不法アマチュア局や、 

ルールを守らない不法無線局が増えています。 

0アマチュア無線機や、パーソナル無線機の 

不法改造はやめましょう。 

〇免許を受けないで撫,線局を開設したり連用

したりすると罰せられます。 

〇コードレス電話は、認定マークの付いたも

のを使いましょう。 

※電波による障害でお困りの方は、当局へご

連絡下さい。 

〒 980 仙台市青葉区本町 3 一2 -23 

東北電気通信監理局 電気通信部調査課 

か 022-221-0642 

硬式テニス 

初心者教室開催 
市テニス協会では、 6 月 9 日から 7 月21日ま 

での毎週日曜日、初心者教室を開催いたします。 

市民の方であれば年齢」性別を問いませんのてる 

どなたでも j三】,気軽にご参加ください。 

⑥時間 午前10時から12日寺まてる 

⑥会場 市営テニス場（菊ケ丘公園内） 

⑥申し込方法 会場で受付けします。（事前に申 

し込む必要はありませんJ 
⑥受講料 3,000円 

⑥間合せ先 か⑩ 7672（今井誠一） 

'i） ラケッ トは各自ご用意ください。 

事業所統計調査・商業統計調査 
7月 1 日が’調査の日です。 

●統計で、明るい未来、豊かな社会。 

7 月 1 日現在で、平成 3 年事業所統計調査、 

商業統計調査が全国いっせいに行われます。 

調査の対象となるのは、農林漁家を除くすべ

ての事業所です。 この二つの調査は、統計法に

基づいて実施される国の重要な調査ですから、 

集められた調査票を、統計上の目的以外に使用

することは固く禁じられています。 したがって、 

各事業所、商店のプライバシーは、法律によっ

てしっかりと保護されます。 

事業所統計調査は、わが国の産業構造や、事  

業活動の実態を明らかにするために行われます。 

商業統計調査の目的は、全国の商店の販売活動

の実態や、分布状況などを把握することでトす。 

調査結果は、国や都道府県、市区町村において、 

さまざまな計画や施策を立案する際、貴重な基

礎資料として利用されます。 

6 月下旬、調査員が調査票の記入をお願いに、 

各事業所、商店を訪問いたしますので、 ご協力

下さい0 記入後は、調査員が回収にまいります。 

企画調整課統計調査係（内線318) 
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生活講座受講生募集

働く婦人の家

[>受講資格 市内に住所又は勤務先を有する附

人。

[>受講料 無料(材料伎は木人負担)

[>受講期間 6月10-8月 1日

[>受講時間 午後 6時 30分 -8時 30分

仁〉申し込み受付 平 n.午前 8時 30分~午後 4

11;1'45う〉

土曜日 ・午前 8IL'r30;5t-正午

[>申し込み先 働くあ，}人の家 ft35-8898 

※各講座とも、定日になり次第締切りますo

b募集内容

11111口 議 F巨名 同数 人n |人l 平手

市千 f里 8 24 栄養のとれた家庭料用

月 d泰子芸 8 15 M本になる作品

11木舞踊 8 20 基本から踊りの~しさを

」雪 付 6 20 着こなしと ポイント

ノk
テニス 6 20 テニスの基礎

本 J声 道 8 15 述州it

奥さん
料理用包丁の調子はいかがですか

五所川原市大工組合青年告15では、 6月 16日(日)

住宅デーの一環として、家庭用料理包「を、無

料で研いでくれます。

じ〉 場所と時間 市役所前お祭広場

午前 9 : 30-午後 3 : 00 

つくろう/クリアナ電波環境
東北電気通信監理局

6月 1LI から 10I::lまでは、電波利用保誰旬間

です。

最近、アマチュア;1!!里線機を改造して、消防・

救急無線に妨害を与える不法アマチュア局や、

ルールを守らない不法無線局が用えています。

0 アマチュア無線機や、パーソナル無線機の

不法改造はやめましょう。

0免許を受けないで無線局を開設したり述旧

したりすると罰せられます。

0 コードレス電話は、認定マークのイナいたも

のをN2いましょう。

※電波による陣守でお困りの万は、当局へご

述絡ドさ ¥"0

干980 仙台市庁葉区本IllI3- 2 -23 

*.-1ヒ電気通信監理局 電気通信部調査諜

ま~ 022-221-0642 

硬式テニス

初心者教室開催
市 テニス 協会では、 6H9L1から 7月21日 ま

での毎週，11I{j1口、初心省教室を開催いたします。

市民のノゴであれば年齢性別をr，-l]し苫ま せ ん の で

どなたでもお気軽にご参加くださ ¥"0

@時間 午前10日、子から 1211、子まで

@会場 市営テ ニス助 (菊ケ丘公園内 )

@申し込方法 会場で受付けします。(事前に巾

し込む必要はありませんJ
@受講料 3，000円

@問合せ先宮 @ 7672 (今井誠一)

i主)ラケ y トは各自ご用怠ください。

事業所紗守調査 商業統守調査ロT副司主主・ R司勇吾初EロI副司王Z
ワ月 1日が調査の日です。

・統計で、明るい未来、豊かな社会。

7月 1日現在で、平成 3年恨業所統計調査、 業 活 動 の 実 態 をlリ1らかにするために行われます。

商業統計調査が全固いっせいに行われます。 商業統計調査の目的は、全国の商庖の販売活動

調査の対象となるのは、段目林漁家を除くすべ の実態や、分布状況などを把握することです。

ての 目j工業所です。この二つの調査は、統計法に 調査結果は、国や都道府県、市区町村において、

基づいて実施される国の重要な調査ですから、 さまざまな計画や施策 を立案する際、武ー重な基

集められた調査禁ーを、統計上の Il的以外に使用 礎資料として利用されます。

することは問く禁じられています。したがって、 6月下旬、調査員が調査票の記入をお願いに、

各事業所、商屈のプライパシーは、法作によっ 各 'J工業所、商府を訪問]しミたしますので、ご協力

でしっかりと保護されます。 下さしミ。記入後は、調査員が回収にまいります。

事業所統計調査は、わが国の産業構 造や、 恨 企画調整課統計調査係(内線318)
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ゆとり創造県民大会開催 
ー労働時間短縮でゆとりの生活を一

レ日時 6 月14日 （金） 午後 1時～午後 3 時

レ会場 青森厚生年金会館2F 「奥入瀬の間」 

ン参加対象 県内企業の労使関係者、一般県民

＞内容 記念講演 NHK解説委員 村田幸子

レ問い合せ 青森県商工労働部労政課 

〒 030 青森市長島1-1-1 胃 0177-22-1111 

（内線2345) 

あすなろ尚学院五所川原校の

学院生（新入生）を募集します 

「あすなろ尚学院」 は、高齢者の生涯宇：習及

び、社会参加による生きがいの創造を、一層推

進することを目指し、県教育委員会が開設してー 

いるものでトす。 

あなたも、幅広い学習分野と高度な学習内容

を持つ 「あすなろ尚学院」 でト豊かな実りある暮

らしをしてみませんか。 

レ期間 平成 3 年 6 月～12月 （ 1ケ月平均10時

間程度） 

D開講式 6 月12日午前10 : 30分より 

D場所 五所川原市中央公民館（鎌谷町） 

D内容 4 年間で22単位（基礎課程 8 、専門課

程14単位） を学習します。 

初年度は、基礎課程の 4 単位（ 1単位15時間） 

を学習します。 

レ募集人員 各校とも55歳以上の男女あわせて 

40メ、（申し込み多数の場合は抽選となります） 

レ申し込みと間い合せ 平成 3 年 6 月 5 日まてる 

市教育委員会 社会教育課（内線250) 

農家の皆さん 

ミ農業者年金ミの加入手続きを 

農業者年金に加入する資格のある人は、必ず’ 

加入手続きをして下さい。 

加入する資格のある人とは、 

①国民年金の第 1号被保険者であり 

②65歳に達するまで’に、20年以上の保険者期間 

カあり 

③自分名儀の農地等が、一定面積以上である 

経営主とその後継者です。 

特に、経営移譲を受ける後継者の場合には、 

譲受日の前日までに加入しておかないと、加算 

付年金を受給することができません。 

農業者年金の加入手続き、内容等の詳しいこ 

とは、最寄りの農業協同組合、農業委員会へ、 

お気軽にご才目談下さい。 

農業委員会（内線246) 

第2回 

虫おくり健康マラソン大会開催 
レ期日 平成 3 年 6 月30日 小雨決行 

レ日程 受 付 8時30分～ 9 時30分 

開会式 9 日寺30分～ 9 時45分 

スタート 10時 

閉会式 12時（予定） 

ン会場 北斗グランド及びジョギングコース周 

レ種別 

1 ,500rn小学校5.6年男女、一般女子50歳以上 

3,000m 中学校1.2.3年女子、一般女子40-49歳 

ク ー般男子50-59歳 同 60歳」こ上上 

4,000m 中学校1.2.3年男子、高校女子 

ク 	ー般女子29歳まて、同 30~ 39歳 

一般男子40-49歳 

6,000m 高校男子 一般男子39歳まてる 

レ表彰 （ユ）各種別の第 1位～第 3 位（賞状、メ 

ダル、盾） 

②各種別の第 4 位～第 6 位（賞状、 メ 

タ’ル） 

③参加者全員に参加賞（T シャツ） 

レ間い合せ及び参加申し込み 五所川原市教育 

委員会 社会教育課（内線250) 

レ申し込み締切 平成 3 年 6 月15日 （土） 

（定員 500名でト締切らせて項きますJ 

地域交通安全活動推進委員を委嘱 
五所川原警察署 

平成 3 年 4 月 1日より、カ璽或交通安全活動推

進委員制度が設けられ、青森県公安委員会から

五所川原警察署管内でゾ舌動する、推進委員とし

て、次の11名の方が委嘱されました。 

推進委員は、道路に才三コ,ける適正な車朝●の馬主車

及び道路の使用方法について、住民の理解を深

めるための運動の推進、 その他交通の安全を円

滑に図るための活動等を行います。 

氏 名 連 	絡 	先 

斉 藤 周 作 柏原町59 

エ 藤 力 夫 米田字八ッ橋64番地の 5 

加 藤 敏 市 若葉 2 丁目 3 番17号 

福 士 由五郎 高野字広野59番地の 8 
藤 森 英 昭 長富字鎧石233番地の1 

三 L 勝 男 姥落字船橋230番地の17 

岩 田 勝 政 飯詰字福泉276番地 

斉 藤 昭 洋 みどり町1丁目1番地の 3 

三 浦 精 鶴田町大字中野字北原19の 1 

石 村 や よ 鶴田町大字廻堰字大沢番外地 

棟 方 慶 光 鶴田町大字木筒字藤代58 

メ 

QJ) 'J! /，)( 3 :f (19 9j{j'.) 6 '1 1 11 広報ごしょがわら (第736号)

ゆとり創造県民大会開催
一労働時間短縮でゆとりの生活を一

1>日時 6 )] 14円 (金)午後 1時 ~ 午後 311寺

1>会場 JT森以生年金会館 2F i奥人瀬のni]J

1>参 加対 象 県内企業の労使関係行、 一般県民

1>内容 記念講演 NHK解説委L-l. 村凹幸子

じ〉 問い合せ 庁森県商工労働ms労政課

干030 r'f森市長品1-1-1 ~ 0177--22--1111 

(戸、I主来2345)

あすなろ尚学院五所川原校の

学院生(新入生)を募集します

「あすなろ尚乍院」は、高齢告 の生涯学問及

び、社会参加による生きがいの創造を、 一}~付佳

進することを目指し、県教育委μ会が開 設し で

いるものです。

あなたも、 l幅!ムい学科分盟fとl何度な学科内容

を持つ「あすなろ尚 学院」 で笠かな実りあるぶ

らしをしてみませんか。

1>期間 平成 3年 6月-12月 (1ケ Jl予均10時

1m程度)

1>開講式 6月1211午前10: 30分より

じ〉場所 五所川原市中央公民館(鎌谷町)

1>内容 4年間で22単位(基礎課程 8、専門 課

程 14単位)を学習します。

初年度は、基礎課程の 4単位(1単位15日寺r:fl)

を学胃します。

1>募集人 員 各校とも55歳以上の児女あわせて

40人 (申し込み多数 の場合は抽選 とな ります)

1>申し 込みと問い合 せ 平成 3年 6月 5[1まで

市教育委日会 社 会教育説 (内線250)

農家の皆さん

た農業者年金ミの加入手続きを

農業者年金に加入 する資格のある人は、必ず

加 入手続きをして下さい。

加 入する資格のある人とは、

①国民年金の第 1毎被保険布ーであり

② 65歳に達するまでに、 20年以上の保険-t'iJt!J IIIJ 

があり

③白分名儀の農地等が、 一 定面的以上 である

経常主とその後継者です。

怖に 、経営移譲を受ける後継有ーの場合には、

譲受 口の 前，1までに加入しておかないと、加算

イナ年てむを受給することができません。

操業省年金の加入 手続き、内容等の詳しいこ

とは、 最寄 りの農業協同組合、品業委員会へ 、

お気軽に ご相 談下さい。

農業委員会(内線246)

第2回

虫おくり健康マラソン大会開催
1>期日 予成 3:>'1三6H30日 小雨決行

1> 日程 受付ー 8 11~Í'30分- 9 時30分

開会式 9 11寺30分 - 911キ45分

スター 卜 101l寺

閉会式 12日寺 (予定)

1>会場 北千グラ ン ド及びジョギングコース周

じ〉種別

1，500m小学校5，6年見火、 一般女子50歳以上

3，000m 中予校1.2.3年生:J乙、 一般女子40-49歳

ク 一般男子50-59歳同 60歳以上

4，000m ， ~，予校1. 2 . 3年男子、高校女子

一般女子29歳 ま で 同 30-39歳

一般男子40-49歳

6，000m ，:::i校児子 一般男子39歳まで

じ〉表彰 ①各種別の第 1位 ~ 第 3位(賞状、メ

ダ Jレ、 !行)

②各種別の第 4位~第 6位(賞状、メ

ダル)

③参加省全日に参加 賞 (T シャツ)

1>問 い合せ及び参 加申 し込み 五所川原市教育

委μ会社会教育課(内線250)

1>申し込み締切 平成 3年 6月15日(土)

(定n 500名で締切らせて明きます。)

地域交通安全活動推進委員を委嘱
五所川原警 察署

平成 3年 4刀 1口より、地域交通安全活動推

進委日制度が設けられ、 ??森県公安委員会から

五所 川原瞥察署管内で、活動する、推進委員とし

て、 次の11名の万が委嘱されま した。

推進委日は、道路における適正な土111闘の駐車

及 び 道路の 使111万法につ い て、住民の理解 を深

めるための運動の推進、 その他 交通の安全を円

滑に阿るための活動等を行います。

氏 名 i虫 絡 先

斉戯周作 柏原町59

工総力 )e 米川下八ツ橋64岳地の 5

加 藤 敏 I打 オ干~2 丁目 3 喬17号

保士山丘自15 r:古里子字広野59番 地の 8

s'長森英 nu 長富字鎧石233番地の1

卜ー )J券 男 姥泊字船橋230帯地の17

:f1 ITI )J券政 飯j点下稲~R276:fß:地

斉 厳 11白洋 みどり JsJ1 r日l喜子地の 3

ニ itti 粕 鶴田町大字中里子字北 原19の 1

石 村 や よ 鶴旧町大字廻堰字大沢番外地

f来方康光 鶴田町大字木筒字藤代58



みんなの健康教室 

ン日 時 

6 月28日（金）午後 1時 

レ場 所 
市保健センター 

）講 師 

中村登喜雄先生（中村整形外科病院長） 

ンテーマ 脳死及び臓器移植についての 

ワークショ ッフ。 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

と 

、尋為 
栄養教室 

山菜のおいしい季節です．ク 

対象地区 開催月日 開催場所 

松 島 町 6 月20日（木） 市保健センタ― 

， レ時間 9 時30分～13時 

レ料金 無料 

レ持参するもの エプロン、筆記用具、 ごはん 

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手帳、食 

事しらべ用紙（地区の保健協力員からもらっ 

てーください） 

レ申し込み先 地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙があります。） 

レ締め切り日 6 月15日 （土） 

レ間い合わせ 市保健環境課（内線268番） 
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人の生命を救う 
「愛の献血」にご協力をノ 

"
  

一
  

場 

6 月 6 日 

（村 

午前10時から

正午 

市役所前 

おまっり広場 

午後 1時から

午後 4時 

栄町 

県合同庁舎前 

6 月20日 

（木） 

午前10時から

正午 

コミュニテイセンタ―

飯 詰 前 

午後 1時から

午後 4 時 
西北中央病院前 

7 月 1日 

In) 

午前 9 時から

午前10時30分 

小曲 

農村婦人の家前 

午後 3 時から

午後 4時 

松島町 
東北電気工事 
五所川原営業所前 

ミ税ミに関する高校生の作文募集 

レ」応募資格 高校生 

レテーマ 税について日頃考えていることや、 

意見など。 

レI応募数 一人一編、3,000字以内 

レ締切 9 月 5 日（木） 

D提出先 最寄りの税務署 

飲んで乗るあなたは天国家族は地獄 

―交通安全は家庭から 

（平成 3年） 

県内の交通事故概況 

青森県交通対策協議会 

4 月 累 計 飲酒運転 に よ る 死者 5 
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シ
ー
ト
べ
ル
ト
 

着 	用 	義 	務 	者 
（着けなければならない人） 

17 

死
者
  

13 
( 	10) 

35
(37) 

非 	着 	用 	者 
（着けていなかった人） 

16 

傷
者
  

595 
(646) 

2
,7
6
7

(2,4
9
4
)
 

 

うち、着けていれば 
助かったと思われる人 1

  

( ）内は前年、累計は 1月から 

春の全国交通安全運動（ 5 月11日～20日） 

重点目標 

〇子・どもと、高齢者等の交通事故防止 

〇若年運転者による、無謀運転の追放 

〇シー トベルト、ヘルメ ッ トの正しい着用 

の徹底 

〇違●去駐車の締め出し 

シートベルト しめる心が一 身を守る 
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栄養教室

山菜のおいしい季節です.ゲ
対象地区 n日{桜月日 IJHf雀.tJ}p，好

松島町 I6月20日(村 Idi保健セ ンタ-

b時間 911寺30分 -13時

じ〉料金 無料

仁〉 持 参 するもの エプロン、筆記川共、ごはん

みそ汁(小びんなどに入れて)、健康子l帳、食

事しらべ用紙 (地区の保健協力白か らもらつ

でくださし、)

じ〉 申し込み先 地区の保健協力 t4へ(参加 1~1 し

込み用紙があります。)

じ〉 締め切り日 6月151二1(土)

じ〉 問い合わせ 市保健環境諜(内線268苔)

みんなの健康教室
1>日時

6月28日(金)午後 1時

仁〉場所

市保健センタ-

b講師

中村 登喜雄先生(中村 整形外 科病院長)

1>テーマ 脳死及び臓器移植についての

ワークショッフ。

じ〉主催 北 五医師会 ・市保健協議会

水風家ぷ土山春ぷ十
芭筋中ら手ざ光ら字
蕉ににん く のん架
水3五 j鼠 こ 来らどこの
面 e 月ををでここの墓
にの入 漕 ニ こ のかゆ標 圃
影回れぐこ湖Jで れた
ののをやろのぺてん

園滋面。り 煩 1平 色ン歳 l;f
く 輝 み悩す ら空キ月ぽ
淡けどぬにの塗逮埋
く りりけ春色るくめ

。コる σコ 匂去尽 五
日 ま JlI ひ り す 所

で JII 
j京

小 4高官主 松斎成前 長 里 子 対 女
里子 官藤メてFト、 田田沢村馬 性

せ 俳
郁 梗 日市い幸と 1!1li 句
子栄子子子女子し子 会

ノ

人の生命を救う
「愛の献血」にご協力を/

Jf!J 11 Hギ InJ ILh f~好
ト一一

午前1011、干から 「行役所前

6116 11 正午 おまつり[ムjJ~

(，j() 午後 111キか ら 栄町

午後 411キ 県合同庁舎前

午前10時か ら コミュニティセンター

6 1120トl 正午 飯 詰 前

(本) 午後 111キから

午後 4Hキ
丙~t"J央病院前

午前 9時 から 小曲

7 ) J 1 11 'F(jijlOIl、子30分 農村財人の家前

()j) 午後 311キから 十公品開I
!-IUt屯丸工サE

午後 411主 Ii.II.斤川原託業所II可

と税とに関する高校生の作文募集

1>応募資格 尚校生

1>テーマ 税について日頃考えていることや、

J怠見など。

1>応募数 一 人 一 編、 3，000字 以内

1>締切 9月 5円(木)

1>提出先 品 寄 り の 税 務 署

ー 飲んで乗るあなたは天国家族は地獄

一交通安全は家庭から

(平成 3年)

県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

4 月| 累計 II飲 酒運 転に よる 死者 I5 

到(お)1 行為I~RL27れLAZ 卜7
21(:;)| (3)~IÄI 非(着けし点た人)者 1 16
2!?;46)|(出)1ち1'~II うちd11121れる人 1 1 

( ) 内 は前 年 、累計は 1月 か ら

春の全国交通 安全 運動 (5月11日-20日)

重点目標

0子どもと、高齢 者等の交通事故防止

0若 年 運 転 者 に よ る 、無 謀 運 転 の 追 放

O シ ー ト ベ ル ト、ヘル メットの正しい着用

の 徹 底

0違法駐車の締 め出 し

」ーシートベルト しめる心が身を守る -ー
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